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デラフォサイト型酸化物 CuCr1-xMgxO2は特徴的な積層構造や三角格子
を内包し、それに起因する様々な物性を示す[1]。しかし物性の理解に不
可欠な電子構造の研究については実験的報告が少なく[2]、特に価電子帯
電子構造は未解明であった。そこで今回我々は BL-28A にて高分解能紫
外光電子分光を行い、詳細な価電子帯電子構造を調べた。 
図(a), (b)に価電子帯光電子分光スペク
トルを示す。1.4 eV の肩構造は Cr 3d

に由来し、2.3 eV のピーク構造は Cu 3d

が支配的であることがわかったが、(c), 

(d)に見られるように 1.4 eV, 2.3 eV の
位置でもそれぞれ Cu 3d と Cr 3d の共
鳴構造が現れており、Cu 3d と Cr 3d

の混成が無視できないことが明らかに
なった。当日は実験的に得られた価電
子帯スペクトルとバンド計算による計
算結果との比較を行い、価電子帯のよ
り詳細な議論を行う。また BL-2C にて
行った軟 X 線吸収分光法により得られ
た結果から得られた知見についても報
告を行う予定である。 
 
 
(a), (b) CuCr0.98Mg0.02O2の価電子帯光電子スペクトル 

(c), (d) Fermi level 近傍における定始状態スペクトル 
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